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の OPAC 投入やリゾルバからの検索対応など、提供方法の工夫も行われている。 
・E-Reserve などの形で、電子的資料を大学の授業に取り入れる動きが進んでいる。 
④索引データベース 























































数人から 10 人以上のスタッフを抱えていた。たとえば、University of Maryland では、
紙媒体を扱う Technical Service Section とは別に、電子リソースの契約・管理・提供を扱



















【電子リソースの管理システム ERMS の導入】 
電子リソースを管理するためのシステムとして近年注目を集める電子資源管理システム
（Electronic Resource Management System: ERMS）について調査した。特に興味深か




ラリアンの存在がある。ただ、これほどの技術力を持つ Boston College も、自家製のシス
テム維持は困難として、現在では商用の ERMS（Ex Libris 社の Verde）へ移行していく
ことを計画している。UMass や University of Maryland も Verde を契約して、現在試験
運用中であった。University of Maryland ではコンソーシアム契約の電子リソースの管理
が困難なことから、ERMS の本格運用を見合わせているが、その問題が解決すれば、ワー







































College と University of Maryland では、複数のデータベースを統合検索する MetaSearch 
System（いずれも Ex Libris 社の MetaLib）を導入していた。分野別等でデータベースを
設定しておくことで、利用者は一回の検索で複数のデータベースを検索することができる。




また、Boston College では、MetaLib だけでなく、新たな検索の仕組みをもつ統合検索
システム”Primo”（Ex Libris 社）も試験導入していた。MetaLib が検索時にそれぞれのデ
ータベースを検索しにいく on the fly 方式であるのに対し、Primo はそれぞれのデータベ
ースのデータを先にインデックスしておく local index 方式となっている。on the fly 方式
では、一度に検索させるデータベースが多いほど検索完了までに時間がかかるため、local 




















【医学分野の必須ツール PubMed の作られ方】 
National Library of Medicine（NLM）では、医学系の学術文献DBとして著名なPubMed
の作成プロセスについてレクチャーを受けた。世界中から 1 日 200 万回以上の検索が行わ




また、アーカイブ事業である PubMed Central では、出版社と共同で約 380 誌ものジャ
ーナルの遡及的電子化を中心に進めており、下に記す本学のリポジトリ事業との類似性を
認めることができた。昨年末、NLM の親機関である国立衛生研究所（NIH）で助成した









味深かったのは、UMass、Boston College、University of Maryland とも、学位論文の電
子的収集・公開（Electronic Dissertations and Theses: ETDs）に力を注いでいたことで
あった。多くの大学で全学部の学位論文を収集・公開していく事業を展開していたが、















UMass や Boston College、University of Maryland 等、米国の多くの大学では、授業で
使うテキストや資料を電子的に複製して、学内ネットワークで閲覧可能とする E-Reserve
（Electronic Course Reserve）の事業が普及している。資料を電子化し、OPAC や学生が
授業管理や e ラーニングに使うコースウェアを通じて提供している。UMass では、このた







UMass では、学生が自学自習に使える電子的な環境 Learning Commons を図書館内に設
置していた。ワイヤレスの LAN が使え、自分で持ってきた PC で学習ができる。また、図
書館側が用意した PC やデバイスも使えるようになっている。管理は図書館と情報システ
ム担当部門との共同管理で、システム・ネットワークの担当スタッフが常駐している。ま
た、一画には英語で論文を書くための基礎的な訓練が受けられるライティング指導コーナ
ーも設置されていて、語学の学科等から大学院生等が常駐している。図書館を、図書館資
源の提供のみならず、電子的環境に適応した形で学習の場として整備していくことが、現
在の学生には望まれているのではないだろうか。 
 
